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1―

1　

設
立
の
経
緯

　

二
〇
〇
五
年
に
大
阪
大
学
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
た
。
英
語
名
称
はC

enter for the Study of C
om

m
unication 

D
esign

（
略
称
は
C 

S 

C 

D
）
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
国
立

大
学
に
お
い
て
、
各
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
則
っ
た
大
学
教
育
の
改

革
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
学
術
研
究
に
使
う
こ
と
を
想
定
し
、
各
大
学
が
概
算

要
求
に
お
い
て
申
請
す
る
「
特
別
教
育
研
究
経
費
」
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
公
式
に
は
、
セ
ン
タ
ー
に
は
「
臨
床
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
部
門
」、「
安
全
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
部

門
」、「
ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
部
門
」

の
四
つ
の
部
門
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
専
任
・
兼
任
等
あ
わ
せ
て
二
四
人
の
教

員
が
所
属
し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
は
既
存
の
特
定
の
研
究
科
の
傘
下
に
設
け
ら
れ
た
組
織
で
は
な

く
、
そ
れ
自
体
が
独
立
し
た
全
学
的
な
組
織
で
あ
り
、
学
生
は
所
属
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
純
然
た
る
研
究
機
関
で
は
な
く
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大

阪
大
学
の
全
体
構
想
に
も
と
づ
き
、
教
育
機
能
も
備
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
な

の
で
あ
る
。

1―

2　

設
立
の
趣
旨

　

設
立
の
狙
い
は
、
大
き
く
分
け
て
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
で
あ
る
。
現
代
社
会
は
、
二
〇
世
紀
以
来
、
大
量
の

知
識
生
産
を
行
い
、
そ
れ
を
社
会
的
活
動
に
利
用
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
当

然
、
社
会
活
動
の
様
態
の
変
化
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
知
識
生
産

と
そ
の
習
得
の
た
め
に
教
育
期
間
の
延
長
が
必
要
と
な
り
、
高
等
教
育
へ
の
進

学
者
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
大
量
の
知
識
生
産
に
よ
り
、
個
々
人
の
習
得
で
き

る
知
識
量
を
上
回
る
知
識
が
社
会
に
流
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
比
較
的
狭
い
領

域
の
知
識
に
通
じ
た
「
専
門
家
」
が
多
数
出
現
し
、
こ
う
い
っ
た
人
々
の
専
門

的
知
識
に
社
会
運
営
は
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
当
初
、
こ
の
よ
う

な
事
態
は
、
急
増
す
る
知
識
に
つ
い
て
は
教
育
を
通
じ
て
の
普
及
啓
蒙
と
専
門
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家
に
よ
る
知
的
分
業
に
よ
っ
て
対
応
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
先
進
国
を
中
心
と
し
て
、
二
〇
世
紀
末
に
生
じ
た
の
は
、
専
門
家

の
知
識
と
専
門
家
な
ら
ざ
る
人
々
の
知
識
と
の
「
非
対
称
性
」
の
劇
的
昂
進
、

大
量
の
専
門
知
に
依
存
し
た
社
会
運
営
か
ら
生
じ
る
思
わ
ぬ
事
態
や
事
故
の
出

現
に
伴
う
、
専
門
家
不
信
や
社
会
的
紛
争
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
知
識
の
生
産
で
は
な
く
、
知
識
の
流
通
と
消
費
の
場
面
に
生
じ
て

い
る
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
視
点
か

ら
考
察
し
、
知
識
の
流
通
と
消
費
を
よ
り
よ
い
形
態
へ
と
「
デ
ザ
イ
ン
」
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
い
う
の
が
、
セ
ン
タ
ー
設
立
の
趣
旨
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

従
来
、
大
学
は
知
識
の
生
産
の
場
面
に
力
点
を
置
く
組
織
で
あ
っ
た
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
は
知
識
の
流
通
と
消
費
の
場
面
に

焦
点
を
絞
る
こ
と
を
目
指
す
点
に
お
い
て
、
大
学
の
社
会
的
機
能
に
、
新
た
な

一
ペ
ー
ジ
を
付
け
加
え
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
知
識
を
め
ぐ
る
哲
学
的
考
察
に
あ
る
新
し
い
視
点

を
も
た
ら
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い

う
観
点
で
あ
る
。
知
識
を
扱
う
学
問
と
し
て
の
哲
学
的
認
識
論
は
、
知
識
の
流

通
過
程
を
あ
る
意
味
で
「
透
明
」
な
過
程
と
み
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
知

識
の
生
産
過
程
に
お
け
る
証
拠
や
理
論
の
役
割
、
正
当
化
の
様
態
に
議
論
の
焦

点
が
置
か
れ
や
す
く
、
社
会
の
中
で
知
識
が
流
通
し
利
用
さ
れ
る
場
面
に
お
い

て
も
、
生
産
さ
れ
た
知
識
は
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
と
暗
黙
の
う
ち
に
仮

定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、流
通
の
過
程
に
お
け
る
知
識
の「
変
容
」は「
逸

脱
」
や
「
誤
解
」
と
い
う
形
で
処
理
さ
れ
、
本
来
の
知
識
の
「
本
質
」
は
生
産

過
程
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
知
識
は
大
量
に
生
産
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な

専
門
家
や
一
般
人
の
あ
い
だ
を
教
育
や
製
品
を
通
じ
て
流
通
し
利
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
流
通
・
利
用
過
程
に
お
い
て
、
知
識
と
い
う
存
在
が
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
、
ど
の
よ
う
に
変
容
す
る
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

知
識
の
流
通
に
関
係
す
る
数
少
な
い
哲
学
的
議
論
は
ポ
ラ
ニ
ー
の「
暗
黙
知
」

の
議
論
で
あ
る

）
1
（

。
こ
こ
で
は
、
あ
る
種
の
知
識
は
言
語
化
さ
れ
た
形
で
表
現
で

き
ず
、
実
践
や
徒
弟
修
業
の
よ
う
な
行
為
を
通
じ
て
習
得
さ
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ラ
ニ
ー
の
議
論
の
眼
目
は
、
自
転
車
に
乗
る
と
い
っ
た
技

術
知
（
技
能
知
）
だ
け
で
は
な
く
、
科
学
研
究
に
お
い
て
も
「
暗
黙
知
」
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
知
識
の
流
通
と
い
う
観

点
か
ら
見
た
場
合
、「
暗
黙
知
」
の
存
在
は
、
文
字
情
報
や
言
語
化
さ
れ
た
媒

体
以
外
の
知
識
の
流
通
経
路
が
あ
り
え
る
こ
と
の
指
摘
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
科
学
社
会
学
の
研
究
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
験
を
伴
う
知
識
生
産

の
手
法
は
論
文
と
い
っ
た
文
字
ベ
ー
ス
の
情
報
で
は
伝
達
が
困
難
で
あ
り
、
現

実
に
科
学
者
は
研
究
室
を
訪
問
し
、
滞
在
す
る
こ
と
を
通
じ
て
実
験
手
法
を
学

び
知
識
の
移
転
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
年
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
の
分
野
に
お
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
知
識
と

メ
ー
カ
ー
の
知
識
の
非
対
称
性
が
指
摘
さ
れ
、「
粘
着
性
の
高
い
」
知
識
の
存

在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
2
（

。
粘
着
性
の
高
い
知
識
（
情
報
）
と
は
、
受
け
手
に
利

用
可
能
な
形
で
移
転
す
る
た
め
に
必
要
な
コ
ス
ト
の
高
い
知
識
（
情
報
）
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
製
品
開
発
に
お
い
て
開
発
者
が
必
要
と
す
る
は
ず
の
ユ
ー

ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
や
知
識
が
そ
の
例
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
開
発
さ
れ
た
製
品



社 会 と 倫 理

182

が
ユ
ー
ザ
ー
の
レ
ベ
ル
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。
粘
着
性
の
高
い

知
識
の
中
に
は
暗
黙
知
も
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
に
も
、
知
識
の
流

通
過
程
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
っ
た
問
題
群
の
検
討
も
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、大
学
院
の
共
通
教
育
の
開
発
と
実
施
が
あ
げ
ら
れ
る
。
上
述
の「
専

門
家
」
と
「
専
門
家
な
ら
ざ
る
人
々
」
の
間
の
知
識
の
「
非
対
称
性
」
は
、
両

者
の
知
識
量
の
差
を
充
填
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
解
消
で
き
な
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
定
の
教
育
に
よ
っ
て
そ
の
差
を
少
な
く
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
望
ま
し
い
努
力
で
も
あ
る
が
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
知
識
の
爆

発
的
増
大
を
前
に
し
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
試
み
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
で
あ
る
。

　

今
後
も
続
く
知
識
の
大
量
生
産
と
利
用
を
考
え
た
場
合
、
特
定
の
領
域
に
通

じ
た
専
門
家
の
存
在
お
よ
び
こ
う
い
っ
た
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
円
滑
な

作
動
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
知
的
分
業
を
支
え
る
専

門
家
の
信
頼
性
で
あ
る
。
個
々
人
の
専
門
領
域
が
狭
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
異

な
る
専
門
分
野
の
知
の
状
況
を
自
ら
精
査
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
、
他
の
専

門
家
に
依
存
す
る
度
合
い
は
高
ま
る
。

　

先
に
、「
専
門
家
」
と
「
専
門
家
な
ら
ざ
る
人
々
」
と
表
現
し
、「
専
門
家
」

と
「
素
人
」
と
表
現
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
現
代
の
社
会
は

「
専
門
家
」
と
「
素
人
」
と
い
う
二
種
類
の
人
間
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
特
定
の
領
域
に
通
じ
た
「
部
分
的
」
専
門
家
が
大

量
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
状
況
な
の
で
あ
る
。
原
子
力
問
題
に
関
す
る
少
数

の
「
専
門
家
」
と
大
量
の
「
そ
れ
以
外
の
人
々
」、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
に

関
す
る
少
数
の
「
専
門
家
」
と
大
量
の
「
そ
れ
以
外
の
人
々
」
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。

　

大
阪
大
学
は
大
学
院
重
点
化
大
学
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
大
量
の
大
学
院
修
了

者
を
生
産
し
て
い
る
。
彼
ら
彼
女
ら
は
、
将
来
、
社
会
の
中
で
こ
の
よ
う
な
意

味
で
の
「
専
門
家
」
と
し
て
働
く
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
院
重

点
化
し
た
大
学
は
知
的
分
業
に
お
い
て
「
信
頼
さ
れ
る
」
専
門
家
、
特
に
社
会

か
ら
「
信
頼
さ
れ
る
」
専
門
家
を
養
成
す
る
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
重
要
な
使
命

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
使

命
を
実
現
す
る
た
め
に
、「
大
学
院
の
共
通
教
育
」
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
」
を
開
発
し
、
全
研
究
科
の
大
学
院
生
に
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
社
学
連
携
で
あ
る
。
近
年
、
大
学
の
知
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、「
産
学
連
携
」
が
盛
ん
で
あ
る
。
確
か
に
、
大
学
に

お
け
る
研
究
は
、と
も
す
れ
ば
「
研
究
の
た
め
の
研
究
」
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、

研
究
資
金
や
人
材
が
最
終
的
に
は
社
会
か
ら
投
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
社
会
か

ら
の
負
託
に
こ
た
え
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
意
識
は
必
ず
し
も
強
く
な
か
っ
た

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、「
産
学
連
携
」
は
大

学
の
社
会
的
機
能
の
一
つ
の
実
現
形
態
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
の
知
は
産

業
界
に
還
元
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
学
は
、
究
極
的
に
は
、「
社
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
い
う
機
能
を
果
た

す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
大
学
の
知
の
社
会
貢
献
は
、
産
業
界
に
限
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。

　

従
来
、
法
学
部
で
は
「
法
律
相
談
」
と
い
う
形
で
、
法
学
の
専
門
知
識
を
一
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般
市
民
に
還
元
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
き
た
。
同
様
の
こ
と
が
他
の
分
野
で
も

考
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
欧
米
で
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ
ョ
ッ
プ
」
あ
る

い
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
リ
サ
ー
チ
（
C 

B 

R
）」
と
い
う
活

動
が
か
な
り
広
ま
っ
て
い
る

）
3
（

。
こ
れ
は
、
市
民
か
ら
提
起
さ
れ
る
公
共
的
な
社

会
的
問
題
（
科
学
的
・
技
術
的
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
が
中
心
）
を
、
大

学
が
無
償
で
、
大
学
院
生
を
中
心
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
調
査
研
究

し
回
答
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
欧
米
で
は
、
大
学
院
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
こ
れ
を
正
式
に
組
み
込
ん
で
い
る
事
例
も
多
い
。
日
本
で
は
、
熊
本
大
学

政
策
創
造
研
究
セ
ン
タ
ー
が
「
市
民
参
加
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ッ
プ
型
研

究
」
に
二
〇
〇
五
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
・
セ
ン
タ
ー
で
も
、
将
来
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
各
種
N 

P 
O
、
N 

G 

O
と
の
共
同

研
究
や
活
動
が
考
え
ら
れ
、
今
後
の
大
学
の
重
要
な
社
会
的
貢
献
活
動
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

二　

二
年
目
の
現
状

2―

1　

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
」

　

セ
ン
タ
ー
は
ま
だ
発
足
し
て
二
年
目
で
あ
り
、
上
述
の
三
つ
の
使
命
に
つ
い

て
十
分
に
報
告
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
節
で
は
、第
二
の
使
命
で
あ
る「
大

学
院
共
通
教
育
」
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

設
立
一
年
目
の
二
〇
〇
五
年
度
に
、
全
研
究
科
を
対
象
と
し
た
大
学
院
共
通

教
育
の
た
め
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
」
開
講
の
準
備
に

入
っ
た
。
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
大
阪
大
学
に
は
一
五

の
研
究
科
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
教
育
を
行
っ
て
い

る
た
め
、「
大
学
院
共
通
教
育
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
関
す
る
研
究
科
の
合

意
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
難
航
し
た
。
教
育
担
当
副
学
長
の
主
導
の
下
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
」

を
各
研
究
科
が
単
位
認
定
す
る
こ
と
、
履
修
可
能
な
時
間
帯
を
確
保
す
る
こ
と

に
つ
い
て
協
議
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
研
究
科
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

科
目
」
の
開
講
と
単
位
認
定
に
同
意
し
た
。
ま
た
、
時
間
割
の
調
整
に
関
し
て

も
、
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
（
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
い

て
、
各
研
究
科
の
必
修
科
目
を
配
置
し
な
い
時
間
帯
を
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
二
コ
マ
分
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
う
け
て
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
大
学
院
共
通
教
育
と
し
て
の
全
研
究

科
対
象
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
」
が
開
講
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
従
来
、
学
部
教
育
に
お
い
て
は
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
来
、

教
養
部
が
解
体
さ
れ
、「
学
部
共
通
教
育
」
と
い
う
科
目
群
は
設
置
さ
れ
て
き

た
が
、
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
「
全
学
共
通
教
育
」
は
日
本
の
大
学
に
お
い
て
最

初
の
試
み
と
な
っ
た
。
初
年
度
の
受
講
学
生
数
は
、
二
五
〇
名
ほ
ど
で
あ
る
。

　

表
1
に
、
二
〇
〇
六
年
度
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
」
の

リ
ス
ト
を
示
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
開
講
科
目
す
べ
て
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

大
学
院
共
通
教
育
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
」
の
狙
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い
を
説
明
す
る
た
め
に
、「
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
」

科
目
を
例
に
と
ろ
う
。

2―

2　

「
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
」
の
例

　

こ
の
科
目
は
集
中
形
式
で
五
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。
大
学
院
生
に
対

し
て
は
、
概
ね
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
し
て
、
履
修
を
呼
び

か
け
た
。

　

「
わ
れ
わ
れ
は
科
学
技
術
と
共
に
生
き
る
こ
と
を
選
択
し
た
社
会
に
暮
ら
し

て
い
る
。
現
代
生
活
に
お
い
て
科
学
技
術
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
し
、
今
後

と
も
こ
の
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
学
院
に
学
ぶ
学
生
は
こ
の
よ
う

な
科
学
技
術
に
大
き
く
依
存
し
た
社
会
に
お
い
て
、
知
的
な
専
門
性
を
持
っ
た

人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
が
社
会
か

ら
信
頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
何
が
必
要
だ
ろ
う
か
。」

　

こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
を
行
い
、
次
の
四
点
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
た
。

1　

異
な
る
専
門
分
野
が
、
自
ら
が
専
門
と
し
て
い
る
対
象
に
関
し
て
異
な

る
視
点
、
発
想
、
方
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
こ
と
の
理
解
（
視
点
の

多
様
性
の
理
解
）

2　

自
ら
の
専
門
性
が
備
え
て
い
る
視
点
、
発
想
、
方
法
も
、
他
分
野
の
そ

れ
と
同
様
に
、
多
数
あ
る
「
視
点
、
発
想
、
方
法
」
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

の
理
解
（
異
な
る
分
野
に
対
す
る
謙
虚
さ
）

3　

素
人
と
さ
れ
て
い
る
人
々
も
、
こ
の
複
雑
な
産
業
社
会
に
生
き
て
お

り
、
そ
の
生
活
や
経
験
を
通
じ
た
「
視
点
、
発
想
、
方
法
」
を
持
っ
て
い

る
こ
と
の
理
解
（
こ
れ
ら
は
常
に
訂
正
さ
れ
、
教
育
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

は
限
ら
な
い
こ
と
の
理
解
）

4　
「
社
会
の
中
の
科
学
技
術
」
と
い
う
視
点
の
理
解
（
科
学
技
術
の
社
会

的
責
任
）

　

こ
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
、
理
工
系
と
人
文
社
会
系
の
大
学
院
生
を
混

成
さ
せ
二
〇
名
程
度
で
座
学
と
活
動
を
組
み
合
わ
せ
た
講
義
を
実
施
す
る
。

二
〇
〇
六
年
度
は
九
月
実
施
予
定
で
あ
り
、
以
下
の
記
述
は
二
〇
〇
五
年
度
に

表 1　2006 年度「コミュニケーションデザイン科目」

1 学期

科目名 担当者名 単位数

臨床コミュニケーション入門 池田光穂他 2

減災コミュニケーション入門　Ⅰ 渥美公秀他 2

パフォーミングアーツの世界 平田オリザ他 2

科学技術コミュニケーション入門 小林傳司他 2

2 学期

科学技術コミュニケーション入門 小林傳司他 2

現場力とコミュニケーション 西村ユミ他 2

減災コミュニケーション入門　Ⅱ 渥美公秀他 2

パフォーミングアーツの世界 平田オリザ他 2

臨床コミュニケーション入門 池田光穂他 2

通年

アート・プロジェクト入門 藤田治彦他 4

文理融合創造ゼミナール 平田オリザ他 4

集中講義

科学技術コミュニケーションの理論と実践 小林傳司他 2

ディスコミュニケーションの理論と実践 西川勝他 2
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試
行
的
に
実
施
し
た
事
例
に
基
づ
い
て
い
る

）
4
（

。
試
行
に
お
け
る
参
加
者
の
所
属

研
究
科
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

文
学
研
究
科 

博
士
課
程
学
生
三
名

人
間
科
学
研
究
科 

博
士
課
程
学
生
三
名

法
学
研
究
科 
博
士
課
程
学
生
一
名
、
修
士
課
程
学
生
一
名

理
学
研
究
科 
博
士
課
程
学
生
三
名

工
学
研
究
科 

修
士
課
程
学
生
三
名

基
礎
工
学
研
究
科 

博
士
課
程
学
生
二
名
、
修
士
課
程
学
生
一
名

　

男
女
比
は
男
性
一
二
名
、
女
性
七
名
で
あ
っ
た
。

　

テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
条
件
は
何
か
」
と
し

た
。
テ
ー
マ
の
選
定
理
由
は
、
①
科
学
技
術
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
り
、
②
社

会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
特
定
の
研
究
分
野
が
専
門
知
を
持
っ
て
議

論
を
支
配
で
き
な
い
よ
う
な
多
様
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
設
定
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
技
術
を
テ
ー
マ
と
し

つ
つ
も
、
理
工
系
の
大
学
院
生
だ
け
で
は
な
く
、
人
文
社
会
系
の
大
学
院
生
の

参
加
が
有
意
義
で
あ
り
、
両
者
が
協
働
で
議
論
を
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
上
述

の
四
点
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

講
義
の
流
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

【
1
】
「
異
分
野
間
交
流
」
の
体
験

　
　
　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　

自
己
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
研
究
科
混
成
グ
ル
ー
プ
）

　

【
2
】
「
非
専
門
家
」
と
し
て
の
体
験

　
　
　
　

市
民
の
立
場
か
ら
のkey-questions

作
成

（
研
究
科
混
成
グ
ル
ー
プ
）

　

【
3
】
「
専
門
家
」
と
し
て
の
体
験

与
え
ら
れ
たkey-questions

に
対
し
て
専
門
家
と
し
て
回
答
を
作

成
・
説
明
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
（
研
究
科
別
グ
ル
ー
プ
）

　

【
4
】
「
異
分
野
間
交
流
」
の
体
験
・
再
び

　

終
了
の
時
点
で
は
、
こ
の
講
義
参
加
者
の
満
足
度
は
高
く
、
当
初
の
意
図
は

あ
る
程
度
実
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
受
講
生
は
次
の
よ
う
な
感

想
を
述
べ
て
い
る
。

・
専
門
に
よ
る
「
用
語
使
い
」「
考
え
方
の
フ
レ
ー
ム
」「
プ
レ
ゼ
ン
手
法
」
の

差
異
が
認
識
で
き
た
。

・
自
ら
の
考
え
の
バ
イ
ア
ス
に
気
づ
い
た
。

・
研
究
の
多
様
性
に
気
づ
き
、
自
ら
の
研
究
意
義
を
再
発
見
で
き
た
。

・
科
学
技
術
が
関
与
す
る
政
策
決
定
の
難
し
さ
が
わ
か
っ
た
。

・
多
様
な
研
究
科
と
の
交
流
に
よ
り
、
複
数
の
専
門
を
も
つ
大
学
院
生
が
共
同

作
業
を
す
る
楽
し
さ
を
体
験
で
き
た
。

　

と
り
わ
け
、
こ
の
講
義
の
冒
頭
に
行
わ
れ
る
「
異
分
野
間
交
流
」
は
興
味
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
参
加
者
は
自
ら
の
研
究
を
互
い
に
紹
介
す
る

と
い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
す
る
こ
と
が
当

然
と
考
え
て
い
る
研
究
科
の
大
学
院
生
か
ら
、「
使
っ
た
こ
と
が
な
い
」、
紙

ベ
ー
ス
の
レ
ジ
ュ
メ
し
か
使
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
研
究
科
の
大
学
院
生
ま

で
い
る
。
さ
ら
に
、「
デ
ー
タ
が
な
い
の
に
論
文
が
か
け
る
と
は
」
と
問
い
か

け
ら
れ
て
絶
句
す
る
哲
学
系
の
大
学
院
生
。
毎
日
研
究
室
に
朝
か
ら
通
う
生
活

と
基
本
的
に
自
宅
も
し
く
は
図
書
館
で
研
究
す
る
生
活
の
対
照
。
文
系
、
理
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工
系
の
研
究
ス
タ
イ
ル
の
差
異
が
具
体
的
に
あ
ら
わ
に
な
り
、
相
互
に
驚
く
と

い
っ
た
場
面
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
院
生
が
自
ら

の
所
属
す
る
分
野
の
お
作
法
を
身
に
付
け
て
い
く
過
程
で
、
そ
れ
を
当
然
の
も

の
と
思
う
と
同
時
に
、
他
の
分
野
の
お
作
法
に
関
し
て
は
無
知
な
ま
ま
と
い
う

の
が
現
状
で
あ
る
。
文
理
融
合
型
の
学
部
や
学
科
で
教
員
の
業
績
評
価
に
際
し

て
、「
査
読
付
き
論
文
」
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
よ
く
聞
く
が
、

大
学
院
生
時
代
か
ら
こ
の
よ
う
に
相
互
に
無
知
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
不
思
議

で
も
な
ん
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、「
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
再
開
条
件
」
を
め
ぐ
る
議
論
で

も
、
極
め
て
多
様
な
切
り
口
が
提
示
さ
れ
、
参
加
者
に
は
新
鮮
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
法
学
系
の
大
学
院
生
は
日
米
関
係
や
外
交
の
視
点
を
提
示
し
、
理

学
系
の
大
学
院
生
は
B 

S 

E
検
査
手
法
の
科
学
的
妥
当
性
の
議
論
を
展
開
し
、

哲
学
系
の
大
学
院
生
は
「
責
任
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
に
こ
だ
わ
り
、
工
学

系
の
大
学
院
生
は
「
言
葉
」
に
こ
だ
わ
る
よ
り
も
実
効
的
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を

と
言
い
出
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
院
生
が
、見
事
に
、自
ら
の
専
門
分
野
の「
癖
」

（
あ
る
い
は
バ
イ
ア
ス
）
を
示
す
の
で
あ
っ
た
。
専
門
分
化
が
進
み
、
専
門
家

依
存
社
会
と
な
っ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
専
門
家
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
義
で
は
、
自
ら
の
専
門
性
が
あ

る
思
考
の
偏
り
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
を
大
き
な
狙
い

と
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
狙
い
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
科
目
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
は
、よ
り
長
期
に
わ
た
っ

て
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
短
期
的
に
評
価
す
べ
き
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
修
正
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

三　

今
後
の
課
題

　

大
阪
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
の
大

学
と
し
て
初
の
、
大
学
院
共
通
教
育
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
挑
戦
し
た
組
織

で
あ
る
。
大
阪
大
学
の
よ
う
に
一
五
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
科
を
擁
す
る
「
総

合
」
大
学
の
場
合
、
個
々
の
研
究
科
は
相
当
に
独
立
性
が
強
く
、
大
学
全
体

の
理
念
の
策
定
や
統
一
的
な
意
思
決
定
は
困
難
を
伴
う
。
所
属
す
る
学
生
も
、

個
々
の
研
究
科
に
入
学
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
他
の
研
究
科
の
学
生
と
の
交
流
も

無
く
、
日
々
同
じ
研
究
科
の
（
場
合
に
よ
っ
て
は
同
じ
研
究
室
の
）
学
生
だ
け

と
付
き
合
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
同
質
の
背
景
と
思
考
パ
タ
ン
を
持
っ
た
人

間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
閉
じ
て
い
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
大
阪
大
学
に
限
ら
ず
、
全
国
の
総
合
大
学
に
共
通
し
て

見
ら
れ
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
例
を
講
演
会
な
ど
で
紹
介
す
る
と
、
企
業

関
係
者
や
行
政
関
係
者
か
ら
も
同
じ
現
象
が
あ
り
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
聞

く
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
全
学
共
通
教
育
を
、
大
学
院
学
生
を
対
象
と
し
て

行
う
と
い
う
「
冒
険
」
は
、
こ
れ
に
風
穴
を
開
け
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
が
提
供
を
開
始
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

科
目
に
お
い
て
も
、
科
目
名
称
に
応
じ
て
理
工
系
学
生
と
人
文
社
会
系
学
生
の

履
修
比
率
が
か
な
り
異
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
自
体
は
、
理
工
系
と
人
文
社
会
系
と
い
う
区
別
を
横
断
す
る
も
の
と
し
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て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
、
従
来
の
理
系
／
文
系
の
区
別
に

大
学
院
生
も
拘
束
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
科
学
技
術
に
限
っ
て
も
、
現

代
社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
の
役
割
は
大
変
大
き
く
、
社
会
の
中
の
科
学
技
術

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
科
学
技
術
は
も
は
や
理
工
系
の
専
門
家
だ
け
に
任

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
文
社

会
系
の
学
生
の
、
科
学
技
術
へ
の
関
心
は
、
依
然
と
し
て
低
い
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

さ
ら
に
、
本
稿
で
は
十
分
述
べ
て
は
い
な
い
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
無
さ
が
、
課
題
と

し
て
残
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、
視
覚
的
な

形
状
の
装
飾
性
に
関
わ
る
概
念
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
が
考
え
る
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
は
、
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
「
設
計
」
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。

　

と
は
言
え
、
対
象
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
が
極
め
て
多
様
な
た

め
、
そ
の
「
設
計
」
も
多
様
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ミ
ク
ロ
に
み
れ
ば
、
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
例
え
ば
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け

る
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
の
「
手
法
」
も
設
計
の

対
象
と
な
る
。
机
の
形
状
、
配
置
、
議
論
の
段
取
り
、
使
用
す
る
ツ
ー
ル
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
技
な
ど
も
そ
う
で
あ
る
。

　

メ
ゾ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
多
様
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
手
法
の
開
発
や
、
電
子
会

議
室
な
ど
の
設
計
な
ど
、
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の

創
出
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
含
ま
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
マ
ク
ロ
に
見
れ
ば
、
社
会
的
に
紛
争
が
生
じ
る
よ
う
な
場
面
、
例
え

ば
原
子
力
問
題
や
医
療
問
題
な
ど
に
お
い
て
、
紛
争
解
決
の
た
め
、
あ
る
い
は

紛
争
未
然
防
止
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
が
社
会

の
中
に
準
備
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
問
い
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
の
研
究
対
象
で
あ
る
。
民
主
主
義
と
い
う
政
治
体
制
自
体
が
、
あ
る
意
味

で
、
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
多
層
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
対
象
を
、
区

別
し
つ
つ
、
統
一
的
に
分
析
す
る
理
論
的
視
点
は
、
い
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
研
究
と
い
う
側
面
で
の
こ
の
よ
う
な
分
析
と
、
大
学

院
共
通
教
育
と
い
う
教
育
の
場
面
で
の
活
動
と
、
社
学
連
携
と
い
う
場
面
で
の

実
践
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
・
セ
ン
タ
ー
の
使
命
で
あ
り
、
ま
た
課
題
な
の
で
あ
る
。
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